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•17日の朝ﾓｽｸﾜ市内で
電動ｷｯｸﾎﾞｰﾄﾞに仕掛け
られた爆弾が爆発

•ﾛｼｱ軍の陸軍中将が死
亡＞暗殺された

•翌日には容疑者を逮捕

•ｳｸﾗｲﾅの指示により実
行したと発表

•ﾓｽｸﾜ市民にとっては戦
争を身近に感じる出来
事となった

この日の朝、ロシア軍の将官が、集合住宅から出てきたところ
を暗殺された。イーゴリ・キリロフ中将と、その補佐官のイリ
ヤ・ポリカルポフ氏は、電動キックボードに仕掛けられた爆弾
で殺害された。このことはロシアに、対ウクライナ戦争の現実
を突きつけることとなった。
モスクワでロシア軍の幹部ら2人が殺害された爆発事件で、ロ
シア連邦捜査委員会は18日、事件に関与したとしてウズベキス
タン国籍の男性を拘束したと発表した。男性は調べに対し、
「ウクライナの特務機関から勧誘された」と説明しているとい
う。男性には10万ドル（約1530万円）の報酬と欧州のいずれ
かの国での居住が保証されていたとしている。
連邦捜査委の発表によると、男性はウクライナ側の指示でモ

スクワに入り、爆破装置を入手。電動キックスケーターに取り
付け、ロシア軍放射線化学生物学防護部隊長のイーゴリ・キリ
ロフ中将の住む住宅の入り口に配置した。男性は車に監視カメ
ラを設置し、ウクライナ側がオンラインで現場の状況を確認し
ていたという。 キリロフ氏が住宅を出ようとしたときに、遠
隔操作で爆破装置を起爆させたといい、露連邦保安庁（FSB）
は、男性が「彼が家から出たときにボタンを押した」と自供す
る取り調べの動画を公開した。捜査当局はほかにも事件に関
わった人間がいるとみて調べている。

ロシア軍中将の暗殺、モスクワの平穏を破る
特派員現地報告







安倍神像神社 2023（令和5）年7月8日設立

•長野県下伊那郡阿南町東條905
•安倍神像神社の安倍晋三大人命と17神を祭神とする（宗）安倍神像神
社の維持発展に協力し、安倍総理の「日本を取り戻そう、神話を大切
にしよう」、「世界を美しく豊かに平和にしよう」という志を伝承し、健全
なる精神の高揚に努めることを目的とする

•神職は佐藤一彦氏 元大阪府警警察官

•奈良県吉野郡 吉水神社の宮司に転職

•吉水神社宮司引退後この地で神社を創建

•＞安倍氏をどうしても鎮魂をしたかった



•闇ﾊﾞｲﾄの被害増加を受けて警
察庁が新しい捜査方法

•仮想身分捜査

•ニセの身分証明書で応募

•犯罪直前で逮捕

•指示役までたどり着くか

•捜査員の安全性の担保

•相手側も巧妙化

•これで万全とはいえない

•囮捜査は推奨はされていない



囮捜査に関する要件
•直接の被害者がいない薬物犯罪などの調査

•通常の捜査方法だけでは犯罪の摘発が困難

•機会があれば犯罪を行う意思があると疑われるものを対象

•以上の３つの要件が満たされないと認められない

• 2016年 小樽でﾛｼｱ人が拳銃を所持していた事件

•警察の協力者のｱｼﾞｱ人から拳銃が欲しいといわれた

•父の遺品の拳銃を持ってきて逮捕される

•裁判で有罪になり服役

•後に捜査員が囮を使ったことを告白

•要件の３つ目の犯罪抑止のためには当たらないと判断



•闇ﾊﾞｲﾄの低年齢化が進む

•中学生が実行犯として逮
捕された

•年に似合わないｽｰﾂ姿

•ｸﾘｽﾏｽの遊ぶ金欲しさが
きっかけ

•どれだけの収入を約束さ
れたか分からない

•中学生の小遣い2500円

•課金するｹﾞｰﾑにはまる

埼玉県春日部市で高齢の女性からキャッシュカードをだ
まし取ろうとしたとして、「闇バイト」とみられる中学
３年生の男子生徒が逮捕されました。
調べに対し、「クリスマスに遊ぶためのお金が必要だっ
た」などと供述しているということです。
逮捕されたのは、千葉県柏市の中学３年生の男子生徒で、
警察によりますと１６日夕方、春日部市の８０代の女性
から金融機関の職員を名乗ってキャッシュカードなどを
だまし取ろうとしたとして、詐欺未遂の疑いが持たれて
います。
調べに対し、容疑を認め「クリスマスに遊ぶためのお金
が必要だった」などと供述しているということです。
県内の駅で警戒中の警察官がサイズの合っていないスー
ツを着た中学生を見つけて追跡していたところ、春日部
市内の駅で降りて女性の自宅を訪ね、キャッシュカード
を受け取ろうとしたということです。
中学生は近所の人に詐欺と見抜かれて逃げ出しましたが
追跡していた警察官に身柄を確保され逮捕されました。
秘匿性の高いアプリを通じて何者からか指示を受けて現
場に行っていて「闇バイト」とみられるということで、
警察が詳しいいきさつを調べています。

“闇バイト”か 中学生逮捕 “クリスマスに遊ぶ
金必要”



• ｵﾝﾗｲﾝｹﾞｰﾑに課金することが多い＞自覚していない

•親のｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞを利用

• 100万円を超える例が多発している＞平均約30万円



大型合併に進むか



•自動車業界の再編へ

•EVの台頭に対応するた
めの方策

•日産とﾎﾝﾀﾞが一緒にな
れば世界３位に

•持ち株会社設立でその
下に日産・ﾎﾝﾀﾞ・（三菱）

•開発費や部品代圧縮

•今後どのような部分で合
意できるかがﾎﾟｲﾝﾄ

ホンダと日産自動車が、経営統合に向けて協議していることが１８
日、わかった。両社が傘下に入る持ち株会社の設立を検討し、日産
が筆頭株主となっている三菱自動車の合流も視野に入れる。実現す
れば世界販売台数で３位の自動車グループが誕生する。米中新興
メーカーの台頭で電気自動車（ＥＶ）などの開発・販売競争が激化
しており、統合によって経営の効率を高める狙いがある。日産は１
８日午前、「当社とホンダ、三菱自動車は、各社の強みを持ち合い、
将来的な協業について様々な検討を行っている」とのコメントを出
した。ホンダも同様にコメントした。両社は近く覚書を結び、持ち
株会社の設立時期や出資比率、首脳人事などの協議を進める。
２０２３年の世界販売台数は、ホンダが３９８万台、日産が３３

７万台、三菱自の７８万台で、合計すると８１３万台に上る。１１
２３万台のトヨタ自動車グループ、９２３万台の独フォルクスワー
ゲン（ＶＷ）グループに次ぐ規模となる。
ホンダと日産は今年３月、ＥＶ開発などで協業を検討すると公表。

８月にはＥＶの主要部品や車両に搭載するコンピューターを制御す
る基本ソフト（ＯＳ）の共通化といった具体的な協業内容を示し、
枠組みへの三菱自の参画も発表していた。 経営統合に踏み込む背
景には、急速に台頭する米中勢の存在がある。米テスラや中国ＢＹ
Ｄは、ＥＶや、ソフトウェアを更新して性能を高める次世代車「Ｓ
ＤＶ」の開発で先行している。ホンダの三部敏宏社長は８月の記者
会見で「個社でやると、彼らの背中をとらえることはできない」と
危機感を示していた。

ホンダと日産が経営統合へ協議、三菱自動車の合
流も視野に…不安要素は「日産の経営状態」



• ｽﾃﾗﾝﾃｽ：ｸﾗｲｽﾗｰ ﾌｨｱｯﾄ ｱﾙﾌｧﾛﾒｵ ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵﾍﾟﾙ等が統合

• SAIC 上海汽車ｸﾞﾙｰﾌﾟ

•日産とホンダがグループ化すれば世界第３位へ



アメリカ国内のﾒｰｶｰ別販売台数 2023年

中国国内のメーカー別販売数 2023年 中国国内電気自動車のメーカー別販売台数 20023年

・自動車の販売台数を見るとトヨタやホンダ
は両国で健闘している
・中国では電気自動車が中心になって来て
いる（乗用車）
・電気自動車に限ると中国メーカーが勝っ
ているのが良くわかる

出典 TURNPOINT



日産の経営戦略の無さが大問題
•高度経済成長時日本の自動車ﾒｰｶｰはトヨタと日産の巨頭
がけん引していた

•技術の日産でヒットを飛ばしていた

•先進技術を生み出しながらそれを起爆剤にできなかった

•2010年 世界初の量産型電気自動車ﾘｰﾌを投入

•＞車載用の電池の開発→発火事故はほとんどない

•＞2019年に中国に売却



出典：朝日新聞



日産の経営戦略の無さが大問題
•高度経済成長時日本の自動車ﾒｰｶｰはトヨタと日産の巨頭
がけん引していた

•技術の日産でヒットを飛ばしていた

•先進技術を生み出しながらそれを起爆剤にできなかった

•2010年 世界初の量産型電気自動車ﾘｰﾌを投入

•＞車載用の電池の開発→発火事故はほとんどない

•＞2019年に中国に売却

•ルノーとの資本提携などで乗り切ろうとしたが駄目だった

•将来を見越した経営戦略をたてる力が不足



全てバラ色ではない
•ﾎﾝﾀﾞは本田宗一郎が作った独自の技術を誇る会社

•日産は技術を誇るが開発力に少し問題がある

•＞新型車の開発が遅く商品イメージが更新できず

•日産は海外工場などで大幅な人員整理をしている

•ホンダと日産は販売会社としては残っていく

•台湾の鴻海ｸﾞﾙｰﾌﾟが買収に動き始めた

•世界市場の今後を見据えての戦略をどう考えるか



今回の動きは国の根幹に関わるもの
•日本のお家芸であった自動車産業

•総合組み立て工業 ＞鉄鋼・機械・電子機器・繊維等

•現在はEV化が急速に展開している

•自動車産業の業務内容を変更せざるを得ない

•世界の自動車産業に対抗する力を育成する

•その為には海外企業に吸収されるのを良しとせず

•ホンダとしては大赤字の日産との合併は不本意

•そこに圧力をかけたのが政府か？



政治倫理審査会



裏金問題で開かれた政倫審
•旧安部派の政治資金ﾊﾟｰﾃｨｰでの資金還流問題

•何時誰が資金還流を指示したか

•違法と知りながらなぜ公表しなかったか

•還流した資金を何に使ったか

•2022年に一旦資金還流を止めようとしたのに誰が再
開したか

•今回は今年の春に出席しなかった議員が出席した



衆参で異なる対応
•衆議院の政倫審には前回不参加だった現議員15人
が全員出席した

•参議院の政倫審には対象27人中4人が公開で出席

•残りの23人のうち1人が公開で残りは非公開で参加
するということである

•来夏参議院選挙が控えている中で自民党としても
しっかり対応しようとしている

•その意図を国会議員全員が共有しているとはいえず



山谷えり子氏 森まさこ氏  大田房江氏 松川るい氏

18 日参議院



真相は明らかにならないまま
•萩生田光一氏＞衆院選初当選の時に還流の説明有

•翌年派閥事務局長から収支報告書への不記載説明

•この時の派閥Topは森喜朗氏

•柴山昌彦氏＞2013年までは収支報告書に寄付と記載

•2014年派閥事務局から記載しないように指示

•＞法的問題はない 柴山氏だけが寄付扱いできない

•関芳弘氏＞2022年春に安部氏に法的に問題あるので
は→運用を改めるべき 安部氏も賛同



真相は明らかにならないまま
•加藤竜祥氏 2022年春資金ﾊﾟｰﾃｨｰはﾉﾙﾏのみで可

•稲田朋美氏 2022年5月の資金ﾊﾟｰﾃｨｰで還流を止
めたといわれ初めて知った

•鈴木英敬氏 2022年派閥事務局から還流分の領収
書・収支報告書の記載不要と指示された

•これだけでも何がどうなってきたが分からない

•この証言で手打ちとなるのか



真相は明らかにならないまま
•安部首相が還流を中止しようと指示をした

•4月に還流中止を決定 安部 塩谷 下村 世耕 西村 事務局長

•8月 幹部会で議論 塩谷 下村 世耕 西村 事務局長

•ある議員から存続を希望するという

•結果 還流を再開することになる

•この経緯については細部にわたっての証言無し

•今回の政倫審でも萩生田氏は自分は幹部会に出てい
ないので分からないと発言



シリア情勢はどうなる



シリアの国旗が変わりました

•左は1958年 ｱﾗﾌﾞ連合になった時に制定

•右は1932年 ｼﾘｱ第一共和国の国旗

•2011年から反体制派が使用していたもの



シリア情勢はどうなる
•HTS（ｼｬｰﾑ解放委員会）議長 ｼﾞｬｳﾗﾆ氏

•2003年 ｲﾗｸでｱﾒﾘｶと戦ったｼﾘｱ人ｸﾞﾙｰﾌﾟに参加

•2011年 ｱｻﾄﾞ政権に抵抗する運動を始める

• ＞ISが自分たちと行動を共にしようと誘ってくる

• ＞それを断るためにｱﾙｶｲﾀﾞと手を組むことに

•ﾛｼｱの攻撃を受けてｲﾄﾞﾘﾌﾞから出られなくなる

•2016年 ｱﾙｶｲﾀﾞと手を切る 資金は自ら調達

•次第に他のｸﾞﾙｰﾌﾟと接触し５年をかけてHTSを結成



微妙な問題が多い
•HTSの戦闘員は６万人程度

•ｳｸﾗｲﾅが武器支援をする

•穏健的なｸﾞﾙｰﾌﾟで他の勢力と上手く折衝して行動

•今回の攻勢にあたり最初にｱﾚｯﾎﾟにいたｲﾗﾝ人司令
官等の指導者をﾄﾞﾛｰﾝで殺害

•ｼﾘｱ軍は指導者（指揮官）を失って雪崩のように崩壊

•HTSはﾀﾞﾏｽｶｽの治安維持を重視

•暫定政権には旧ｼﾘｱの公務員をそのまま雇用



大国はどう動くか
•ｱﾒﾘｶは様子見である

•ﾄﾗﾝﾌﾟ政権に移行する中でﾊﾞｲﾃﾞﾝ政権は何もできず

•ﾛｼｱも基本的には様子見

•現在はｼﾘｱ国内の軍施設の撤退を行っているようだ

•＞ｱｻﾄﾞ政権は暫定政権に移行

•HTSはテロ集団として制裁をしていたのをどうするか

•EU側も暫定政権に接触をしている

•＞ｼﾘｱ国内の安定化がどう進むかにかかる



民主主義を考える



News week の記事から
•民主主義が危機に瀕している

•＞欧米各国でｲﾝﾌﾚや移民問題で政治が混乱する

•＞新冷戦の脅威 各地の戦闘 貿易対立＝社会不安

•個人が主体性を発揮するようになる＝投票 発言

•ｺﾛﾅ禍で生産活動停滞しｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝが混乱する

•＞物価上昇

•紛争の激化で移民が流入＞極右政党の台頭

•ﾌｨﾙﾀｰﾊﾞﾌﾞﾙ 異なる意見に触れず同じ考えばかりに

与党の責任



欧米各国途上国

民主主義が基本
宗教対立
民族対立

専制主義化

コロナ禍

地域紛争激化

インフレ

移民

与党 国民
投票 世論

ﾌｨﾙﾀｰﾊﾞﾌﾞﾙ

極右政党

議席増

ファシズム政党

民主主義は個人を大切にし全ての考えを尊重することを目指す
個人が社会の中心に位置するために混乱し政治への不満をつのらせる

人々を1つにするための「ストーリー」作りをする必要がある

民主主義の危機と修復を考える

専制主義化



中華人民共和国を例に
•第二次世界大戦 日本と戦う＞共産党軍と国民党軍

•日本の敗戦で新しい国を誰がどう作るかで対立

•共産党軍が大陸を国民党軍が台湾を国家にする

•国民の為の国造りで社会主義を導入

•格差をなくすために階級を取り払う＞人民軍

•それを監督する共産党員がいる

•皆が平等であるということで国造りにまい進

•共産党員が階級を作る結果に



中華人民共和国が共産党支配に
•平等は進歩が遅くなってしまう＞目標と同賃金

•何でも共産党が決めていく ＞意見を出せば粛清

•毛沢東というｶﾘｽﾏの力も大きかった

•毛沢東の死後国内は混乱したが鄧小平が修復

•資本主義的な考え方を導入して競争をさせるように

•ここでも共産党が全ての頂点に君臨

•何回か民主化の動きはあったが情報統制などで封印

•習近平はさらなる専制国家に変えようとしている



ﾖｰﾛｯﾊﾟで極右政党が支持を伸ばす
•EU議会選挙で極右・右派
が躍進 +23

•中道左派政党 ‐51

•民主主義の後退と言われ
ている

•EU各地で行われている選
挙でも同様な傾向が見ら
れる



ﾄﾞｲﾂは極右を嫌う教育をしてきた
•ﾄﾞｲﾂ 9月初めにﾁｭｰﾘﾝｹﾞﾝ州 ｻﾞｸｾﾝ州で 下旬 ﾌﾞ
ﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ州で行われた議会選挙

•Afd（ﾄﾞｲﾂのための選択肢）

• ﾁｭｰﾘﾝｹﾞﾝ州 32.8％（第一党） SPD 6.1％

• ｻﾞｸｾﾝ州 30.6％（第二党） SPD 7.3％

• ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ州 29.2％（第二党） SPD 30.9％

•３州共に旧東ドイツ

•SPDの政治姿勢に対しての反発 大量の移民問題



トランプ大統領の作るアメリカ
•ﾘﾍﾞﾗﾙ層をバックにした民主党が行った政策を全て
否定してくるだろう

•大きな政府から小さな政府へ

•富裕層や企業への減税

•不法移民を追い返す

•国内産業の発展を支持し脱中国を実施

•避妊手術への規制

•１期の時にできなかったｵﾊﾞﾏｹｱの廃止

連邦政府職員10万人の解雇や転勤
政府関連予算の削減＞２兆ﾄﾞﾙ

高額関税

高額医療費の再来



トランプ大統領の政治は変化する？
•関税を上げれば国内の製品が値上がりする

•移民を排除すれば生産性が低下する

•様々なサービスが滞るようになる

•大統領選挙で民主党の経済政策を批判し物価を下
げると言い切っている

•物価が上がる サービスが滞る ＞国民の不満増加

•それに対して何らかの手立てを講ずる必要が生じる



ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が当選した理由
•民主党に票が集まらなかった大きな理由

•＞民主党は労働者の意見を代表する党であったはず

•＞20Cまでは労働団体の保護、課税の公平化、所得の再
配分を進める

•＞21Cになると妊娠中絶問題、男女平等、性や人種のｱｲ
ﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰ

•＞今の民主党は教育を受けたｴﾘｰﾄの党になった

•＞知性を持った人が特定の権力と癒着していく

• ⇒民主党員は自分たちは労働者の味方と思い込む


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 安倍神像神社　　2023（令和5）年7月8日設立
	スライド 6
	スライド 7: 囮捜査に関する要件
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10: 大型合併に進むか
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: 日産の経営戦略の無さが大問題
	スライド 15
	スライド 16: 日産の経営戦略の無さが大問題
	スライド 17: 全てバラ色ではない
	スライド 18: 今回の動きは国の根幹に関わるもの
	スライド 19: 政治倫理審査会
	スライド 20: 裏金問題で開かれた政倫審
	スライド 21: 衆参で異なる対応
	スライド 22
	スライド 23: 真相は明らかにならないまま
	スライド 24: 真相は明らかにならないまま
	スライド 25: 真相は明らかにならないまま
	スライド 26: シリア情勢はどうなる
	スライド 27: シリアの国旗が変わりました
	スライド 28: シリア情勢はどうなる
	スライド 29: 微妙な問題が多い
	スライド 30: 大国はどう動くか
	スライド 31: 民主主義を考える
	スライド 32: News week　の記事から
	スライド 33
	スライド 34: 中華人民共和国を例に
	スライド 35: 中華人民共和国が共産党支配に
	スライド 36: ﾖｰﾛｯﾊﾟで極右政党が支持を伸ばす
	スライド 37: ﾄﾞｲﾂは極右を嫌う教育をしてきた
	スライド 38: トランプ大統領の作るアメリカ
	スライド 39: トランプ大統領の政治は変化する？
	スライド 40: ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が当選した理由

